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　4月は年度も変わり，新たな生活が始まる月です．特に今年は
平成から新しい年号に変わる節目の年でもあります．振り返る
と平成に年号が変わったばかりの頃は，「平成」「昭和」を使わ
ずにできる限り西暦表示をしていたことを懐かしく思い出しま
す．
　今号は特大号で「傍脊柱筋の機能解剖学，姿勢制御と手術ア
プローチ」がテーマです．最近のトレンドである成人脊柱変形
にも大いに関係あるテーマです．以前にも脊柱変形に関する特
集は数多くありましたが，「傍脊柱筋」に的を絞った運動や姿勢
の問題，手術アプローチ上の問題に関する特集は初めてです．
そして，本誌の編集者である金彪教授の力のこもった特集号で
もあります．
　変性側弯の病因として，最初は下位腰椎の椎間板の左右差の
ある変性から始まるとされていますが，傍脊柱筋の機能障害の
関与も決して少なくないはずです．また，長く行われてきた後
方手術は，その弱った傍脊柱筋にさらにダメージを与えながら
行われてきたわけで，その筋肉への侵襲性の大きさがその歴史
でした．内視鏡的椎間板切除，棘突起縦割椎弓切除術，最近の
OLIF，XLIF の前方手術などの導入後に，私たちは通常の後方
手術の傍脊柱筋に対するダメージの大きさをあらためて実感さ
せられてきました．本特集は，そのような傍脊柱筋の解剖や機
能をあらためて考え，傍脊柱筋機能回復による脊柱変形の予防，
そして傍脊柱筋に少ないダメージで手術を行うことのほか，金
先生が長年力説してきた柔軟性のあるせぼねの維持が最終目標
です．「傍脊柱筋」についてこのような突き詰めた特集号はなく，
金先生をはじめ執筆者の皆様の熱意には敬服いたします．
　一方，傍脊柱筋を鍛えることが脊柱変形の予防に役立ちそう
ですが，誰もエビデンスを発信していませんし，首下がりの病
態についても不明の点が少なくありません．すなわち，傍脊柱
筋について十分な研究が行われてこなかったこともわかりま
す．「骨粗鬆症の骨」「椎間板の変性」については各方面から研
究がなされ，現在も継続中です．次はこの「傍脊柱筋」です．
その視点で本号を最初から最後までお読みいただき，明日から
の日常診療に生かしていただければ幸いです．
　そして，しっかり「傍脊柱筋」に力を入れて背筋を伸ばして
新しい生活をスタートしましょう．
 （徳橋泰明）
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